
　社会課題・技術動向・市場ニーズ、研究開発の
羅針盤となるのは、多面的な「情報」です。本連
載では、R&D向けに信頼性のある情報源とその
活用方法を解説します。

1. �日本における研究開発の現状

　OECDの主要7カ国の研究開発費総額の推移を
見ると、2020年時点で1位がアメリカで7,209

億ドル、2位は中国で5,828億ドル、日本は1,741

億ドルで3位となっている。中国と日本の差が約

4,000億ドルあるのに対し、日本を含めた5カ国
は500～2,000億ドルの範囲で、アメリカと中国
の2強状態である（図1）。
　EUが発表している、世界における主要企業の研
究開発費ランキングでは、上位5社がALPHABET

やMETA、APPLE、MICROSOFT、VOLKSWAGEN

と、5社中4社がアメリカ企業となっており、
ALPHABETの研究開発費は約400億ユーロとなっ
ている。一方日本企業のトップは27位のTOYOTA 

MOTORで約73億ユーロとなっており、上位30社
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■図1  OECD主要国の研究開発費総額の推移
出所：我が国の産業技術に関する研究開発活動の動向－主要指標と調査データ－経済産業省　2023年3月
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るランキング「グローバルイノベーションインデッ
クスランキング」（表2）を公表している。2024年
のランキングでは日本は13位となっている。ス
イスが14年連続の1位で、日本は2019年に中
国、2020年にフランスに順位を抜かれ、2022

年に13位となった。日本は2007年は4位であっ
たものの、2010年以降は10位以下が続いている。

のうち日本企業はTOYOTA MOTORの1社にとど
まっている（表1）。
　研究開発費イコールイノベーションではないも
のの、熾烈な技術開発競争が起きているなかで、
それにかける研究開発費用はイノベーションにお
ける1つの指標として考えられる。
　実際に、日本はイノベーションの創出に苦戦し
ている。世界知的所有権機関（WIPO）は毎年世界
の国と地域におけるイノベーション能力を評価す

■表1  研究開発費（R&D）世界のトップ30

出所：THE 2024 EU INDUSTRIAL R&D INVESTMENT SCOREBOARD （EU）よりMDB作成
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されている。このことから、自身の研究テーマに
関することだけでなく、市場や顧客に関する情報
をしっかりと捉えたうえでの研究開発が重要とい
えるだろう。
　しかし、近年はそれらの情報だけでは足りない
ともいわれている。

3. �今必要な情報収集の視点

　弊社マーケティング・データ・バンク（MDB）
の会員でも、市場データと技術データの綿密な調
査を行っている開発担当者は多く、よく支援させ
ていただいている。よくある調査の観点は以下の
とおりである。

・市場規模
・プレイヤー動向
・競合製品の概要や仕様
・技術動向
・対象市場に関する消費者の意識
・特許

　しかしここ数年は上記の視点に加え、気候変動
や生態系への影響といった、社会課題の視点も加
味した商品開発が必要だといわれている。ユニリー
バ社によると、自社のなかでサステナビリティを
前面に掲げたブランドは、それ以外のブランド群
に比べて69%も速く成長した、という結果が出
ているという。
　さらに、文部科学省が、資本金1億円以上かつ
社内で研究開発を行っている約2,000社を対象に
行った「民間企業の研究活動に関する調査報告」
（図2）では、「特定分野・目的の研究開発の実施
率の推移」という項目で、2021年に「SDGsへ
の対応のための研究開発」の回答割合が「人工知
能（AI）技術、サイバー空間（仮想空間）とフィジ
カル空間（現実空間）の融合に関する技術の研究
開発」を上回った。
　これらのことから、いかに新しいものを作るか
という観点だけでなく、持続可能な社会を実現す

2. �研究開発の失敗原因とは

　ではなぜイノベーションの創出に苦戦している
のか。『研究開発「失敗」の実学集：成功ノウハ
ウを学ぶより100倍役に立つ！』（技術情報協会、
2011年2月）では、研究開発の失敗原因として、
以下のような事例が紹介されている。

●　日本での成功をもとに、海外展開の製品を開
発したが、海外では受け入れられなかった。
現地の競合調査が不十分だった

●　学会などでは非常に注目されたが、市場が求
める実用性とは乖離しており、市場に受け入
れられなかった

●　特定製品の代替を狙った市場投入だったが、
想定ほどの市場規模にならず、開発コストを
回収できなかった

●　特定業界向けの製品を開発したが、その業界
が衰退し、ランニングコストと収益が合わな
くなった

　つまり、失敗の多くは市場調査の不足が原因と

■表2   「グローバルイノベーションインデックスラン
キング」（2024）より一部抜粋
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るための社会貢献が、企業にも求められている状
況だといえるだろう。
　消費者が世界中の情報に簡単にアクセスできる
ようになったこともあり、研究開発の現場では、
自身の研究テーマに関することや競合の調査に加
え、社会で今何が必要とされているのか、世界で
は何が起きているのかといった、非常に幅広い視
点での情報収集がこれまで以上に必要となってき
ている。次回以降は、具体的な情報源やそれぞれ
の特徴、おすすめの情報源について解説をして
いく。

■図2  特定分野・目的の研究開発の実施率推移
出所：民間企業の研究活動に関する調査報告2023　2024年6月 文部科学省
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